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論　　文　　の　　要　　旨
　珪藻類は黄色植物門（クロロフィルa・C植物）に属する一群で，海・汽水・淡水などあらゆる水域
に生育する。種類数は極めて多く，有機物の基礎生産老として水界の生態系において重要な役割を果
たしている。本論文で扱ったE㎜otiaは羽状珪藻類に所属する一属で，酸性～中性の淡水域に生育す
ることから，最近問題になっている酸性雨による湖沼の酸性化の指標生物として注目される生物群で
ある。
　本論文は4章から成る。第1章は属の系統・類縁を論じたもので，有性生殖により形成される増大
胞子のペリゾニウム珪殻に胞紋列の放射膜様が出現すること，細胞内に多数の葉緑体をもつ種がある
こと，及び珪殻に唇状突起を有すること等の特徴は中心珪藻と一致するものであり，これらのことか
らE㎜otia属は地質学的に出現の早かった中心珪藻類と近縁の群と類推されると結論している。第2
章は属の階級の分類形質の評価を行ったもので，日本各地の40余地点より採集した材料について有性
生殖の誘起を試み，生活環全環を通じて形態の変化を追跡調査し，属の識別に有効な分類形質の探索
に努めた。その結果，珪酸殻の条線密度，胞紋数，上被殻の深度，殻内面の胞紋の配列様式等が属の
有効な分類形質と判断した。第3章は新亜属の成立を扱ったもので，細胞内に葉緑体を多様もつ羽状
珪藻は従来知られていないことから，新亜属M趾ip1astidicaの設立を提唱した。第4章は種の階級の
分類形質の評価と種の記載を扱ったもので，第2章に述べた方法により形質を解析した結果，胞紋の
形状と列数，殻中央部の条線の密度，パターソセソターと殻接合線の位置関係，唇状突起の有無と数
等，12の形質が生活環全環を通じて安定していることがわかり，さらにこ二れらの形質は個体群問で変
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異を示さないことを確認し，これらの分類形質を組合わせることにより30分類群（5新種，1新名，
1新組合せを含む）を識別した。30分類群については詳細な分類学上の記載を与えた。
審　　査　　の　　要　　旨
　珪藻類は細胞を被う珪酸質の殻の表面に精綴な彫刻模様があることから，属・種の分類はこの模様
の類似と違いにより行われるのが一般の方法である。しかしこの方法は幾つかの点で検討が必要であ
る。第一は，模様は成長するにつれて変化しないのか，第二は，遺伝的に安定か，第三は，従来の光
学顕徴鏡レベルの形質が現在の電子顕徴鏡レベルのそれとどう対応するかである。著者は人為条件下
での培養により生活環全環を追跡調査して形態の変化を調べ，分布域を異にする個体群間で形質を比
較し，さらにヨーロッパの大学や博物館を訪間して保管されている分類基準標本やタイプスライド等
を光顕及び電顕の両者により調査研究を行い上記の問題点の解決に努力した。その結果，属・種の識
別に有効な分類形質の把握に成功し，それらの形質に基づき日本産肋ηo地属のモノグラフを完成す
ることに成功した。本論文の珪藻分類学への寄与は大きいと判断できる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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